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OS Cの活動主旨（ 2003年〜2008年）

1.オープンスタンダード の普及

2.共通基盤とアプリ ケーショ ンシェアモデルの提言

3.調達モデル改革

4.高度IT人材育成と地域主導による産業振興

2009年 OS Cから OGCへ
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Cloud Type

PrivatePublic

All Sharing
Low Cost
Fast
Temporary
Start up

Virtualization
Governance
vs Legacy Cost

Hosted Private

Hosting
vs Private Cost

Hybrid

Asset Less  Asset 
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  IaaSIaaS

  PaaSPaaS

More Open !!

Open APIOpen API    Proprietary APIProprietary API

  SaaSSaaS

Black boxBlack box Open Standard, OSS, OpenStrageOpen Standard, OSS, OpenStrage

  EcoDCEcoDC
　　PUE1.2PUE1.2 　　  PUE < 1.2PUE < 1.2

Open ModelLock in Model
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Open Government Cloud Consortium

１ ． クラウド 環境のオープン化を実現する、 OpenA PIの整備・ 推進・ 普及
２ ． クラウド 環境の信頼性向上の為のガバナンス機能の整備と監査
３ ． クラウド 環境を支える、 環境配慮型DCのデザインの普及と分散配置
４ ． クラウド 環境を支える、 高度IT人材育成による産業振興

Open 
CommunityPartners

ServiceTechnology
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1.オープンスタンダード (+OS S )の普及は出来たか？

2.共通基盤は整備できたか？

3.調達モデル改革は進んだか？

4.C IOはITガバナンスを取り 戻せたか？

5.ITが普及する事による新たな問題が発生！

C loudを推進する背景
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Now Approach

STEP 1

STEP 2

STEP 3

個別レガシー
システム

ユーティリティ
コンピューティング

 共同利用、ASP

EA手法
共通化

オープン化
リホスト
リライト
リビルド

コ
ス
ト

新規サービス開発

『IT投資の構造改革』 -コスト配分を改革する-

行政サービス（電子アプリケーション）
　　　就労・労働（テレワーク、アクセシビリティ）
　　　　　　　　　　　知（地域IT企業の知財開発）
　　　　　　　　医療（レセプト完全オンライン化遠隔医療）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食（トレーサビリティ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活（相互ネットワーク接続）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

As Is

リソース利用率
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Trusted Network Project in OKINAWA

Thin Client
Identity Management (Open SSO)
Trusted Solaris(LSPP)
SOA(Open ESB)

http://www.ospo.co.jp/op/index.html
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Cloud for Developer Community

Zone Area
Web2.0,SaaS

Home Area
個人

Community Area TOOLSPACE

OSS2.0

ISV

SIer
Java
PHP

NetBeans
OSS

開発者

Home

Blog
Wiki

Project
Portal

Open Solaris / SGD Server / SPARC / AMD / etc

SGD for Windows

Internet

個人 個人 個人 個人 個人

個人 個人 個人 個人 個人 個人

個人 個人 個人 個人 個人 個人

個人 個人 個人 個人 個人 個人

開発者

SI

SGD for Windows

開発者

ISV

SGD for Windows

開発者 開発者
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マーケッ ト 動向
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増大する電力量
データセンターとボリ ュームサーバの電力削減が鍵

米国環境保護庁(EPA)によるレポート  (2007) 

データセンター/システムの電力利用

2010~20152010~2015には電力コスト がには電力コスト が
ITIT機器コスト を逆転機器コスト を逆転(IDC)(IDC)
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ビジネスユーザーと IT部門のジレンマ

ビジネスユーザー

コスト の最小化
安定性

管理効率性

リ ターンの最大化リ ターンの最大化
俊敏性俊敏性
柔軟性柔軟性

IT部門

すぐ欲しいすぐ欲しい

システムシステム
構築プラン構築プラン
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New Approach

STEP 1

STEP 2

STEP 3

個別レガシー
システム

ユーティリティ
コンピューティング

 共同利用、
ASP

EA手法
共通化

オープン化
リホスト
リライト
リビルド 個別レガシー

システム
クラウド

コンピューティング

 共同利用、
ASP

EA手法
共通化

オープン化
リホスト
リライト
リビルド

コ
ス
ト

利
用
率
＆
コ
ス
ト STEP 3

e-Japan Cloud

STEP2
LGov Cloud

STEP 1
Gov Cloud

新規サービス開発

　

『利用率からの改革』 
-費用対効果を最大限にする-

『IT投資の構造改革』 
-コスト配分を改革する-

利用率
向上

システム
増強

行政サービス（電子アプリケーション）
　　　就労・労働（テレワーク、アクセシビリティ）
　　　　　　　　　　　知（地域IT企業の知財開発）
　　　　　　　　医療（レセプト完全オンライン化遠隔医療）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食（トレーサビリティ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活（相互ネットワーク接続）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

""利用者が利用者が実感実感できるできる""
サービスから実行サービスから実行

施設予約、図書館、施設予約、図書館、
医療、統計・情報、雇用など医療、統計・情報、雇用など

As Is To Be

リソース
利用率
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C loud M arket

 

ECEC
Start upStart up
DeveloperDeveloper

Public CloudPublic Cloud
Industry Cloud

Government
Healthcare
Entertainment

　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 PricePrice
SLASLA

Low
High

Mission Critical
Finance

Enterprise

Private CloudPrivate Cloud
Group Cloud
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クラウド ・ コ ンピューティ ングへの期待

使っただけ支払い使っただけ支払い

早く て簡単な実装早く て簡単な実装

ITITスタッフスタッフ //コスト 削減コスト 削減
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クラウドが解決すべきこと
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マーケッ ト 動向 　

クラウド 型で利用される主な業務ソフト の成長予測

※クラウド型で利用される主な業務ソフト
の成長予測（2008年〜13年）米ガートナー調べ

６
０
％

４
０
％

２
０
％

オフィス系ソフト コンテンツ制作 メールなど 顧客情報管理
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多岐にわたるクラウド 適用のパターン
負荷特性によって求められるシステム要件も変わる

テスト と開発

機能の切り 出し
(B atch Proces ses  –

TimesM achine)

機能の切り 出し
(S torage –  SmugM ug )

拡張性の確保
(Temporary Load –  Animoto)

W ebサービス
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New Approach

個別レガシー
システム
クラウド

コンピューティング

 共同利用、ASP

EA手法
共通化

オープン化
リホスト
リライト
リビルド

利
用
率
＆
コ
ス
ト STEP 3

e-Japan Cloud

STEP2
LGov Cloud

STEP 1
Gov Cloud

　

『利用率からの改革』 -費用対効果を最大限にする-

利用率
向上

システム
増強

""利用者が利用者が実感実感できるできる""
サービスから実行サービスから実行

施設予約、図書館、施設予約、図書館、
医療、統計・情報、雇用など医療、統計・情報、雇用など

To Be
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（ 参考） 関連記事
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オバマ政権では、開かれた政府（Open Government）の方針の下、連邦政府のCIO、クンド
ラ氏のリーダーシップによりData.Govという政府保有データの利活用の促進事業を推進して
いる。

Data.Gov

□　 ｢開かれた政府｣（ オバマ政権が掲げる方針）

□ 　 データの｢民主化｣
・ 　 政府の保有するデータを民間に活用してもら う
・ 　 政府のデータをオープンでアクセスしやすく
・ 　 政府の透明性をあげる

□ 　 政府の様々な機関が扱う 情報・ データをワン
　 　  スト ップで入手できるサイト を開設
・ 　 連邦政府のデータのリ ポジト リ ーの公開

□　 政府保有データを活用したアプリ ケーショ ン
　 　  開発が可能になる環境を提供
・ 　 マッ シュアップアプリ やデータ分析アプリ の開発
    など

□　 2009 年 5 月 21 日に開設
□ 　 47 のデータセッ ト と 27 のツールの提供からスタート
□ 　 政府保有データをアプリ が利用しやすいフォーマッ ト で提供
　 ・ 　 Ｘ ＭＬ 、 Ｃ Ｓ Ｖ 、 Ｋ ＭＸ／Ｋ ＭＬ 、 Ｅ Ｓ Ｒ Ｉ
□　 データを利用するツールを提供

目的

コンセプト

Data.Gov
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米国調査会社のインプット社は、ガバメントにおけるクラウドコンピューティングの未来と題した調
査レポートの中で、米国政府のクラウドコンピューティング利用は、2008から2013年までの間に3倍
の規模に膨れ上がる、との分析結果を発表した。同報告書では、セキュリティや法規制の問題に対処
するために｢政府独自のクラウドサービスの構築」を提言している。

米国政府のクラウド コンピューティ ングの市場規模予測

S oftware as  a service

Platform as  a service

Infras tructure as  a service

地方
政府

連邦
政府

地方
政府

連邦
政府

＄ １ ７ ０ M
＄ ２ ７ ７ M

＄ ６ ３ ５ M

＄ ７ ９ ２ M

３ 倍

２ ０ ０ ８ 年 ２ ０ １ ３ 年

米国政府のIT予算は８ 兆７ ８ ０ ０ 億円（ ＄ ８ ７ ． ８ ビリ オン） と言われている。
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英国政府のCIOであるジョン・サフォーク（John Suffolk）が発表したIT戦略案にも国内
に政府専用のクラウドコンピューティング環境を構築する考えが述べられている。

英国政府のクラウドコンピューティング戦略

１ ． デスクト ップの標準化・ 簡略化
２ ． ネッ ト ワークの標準化・ 合理化・ 簡略化
      セキュアーでユビキタスな政府専用ネッ    
      ト ワークの構築により 30％のコスト 削減
３ ． データセンターの合理化
      スケーラブル、 セキュアー、 グリ ーン、 経 
      済的なデータセンターをデザインして英国
      政府のデータセンター数を現在の130から
      9〜12まで削減する。
４ ． オープンソース、 オープンスタンダード 、
      再利用戦略

５．グリーンIT
６．インフォメーションセキュリティとアシ
ュアランス

７ ． シェアード サービス

８ ． 信頼できるプロジェクト 推進

９ ． サプライヤーマネジメント

１ ０ ． IT要員のプロフェッ ショ ナル化

基本戦略・包装戦略をサポートする４つの戦略４ つの基本戦略

基本戦略を囲む２つの包装戦略

「我々は、UK国内（UIK onshore）に、プライ
ベートGクラウドを構築する検討を始める。（
中略）SaaSについて、我々は、ガバメントア
プリケーションストア（G-AS）を構築すべき
であると考える。」
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国産
クラウド

英国政府
クラウド

日本政府
クラウド
(TO-BE)

Global
（ off -shore）

Domestic
（ on-shore）

OpenC losed
（ Proprietary）

日本政府・ 英国政府クラウド
・ ガバメント クラウド の構築
・ オープンソース
・ オンショ ア（ ＝国内）

米国政府クラウド （ 想定）

・ コ ンシューマクラウド （ 政府仕様
） とガ

　 バメント クラウド (*)の併用
(*)オープンかクローズかは未定
・ オンショ ア（ ＝国内）

政府クラウド の共通的な特徴

・ データプライバシー／セキュリ テ
ィ

→Government S pecifi c C loud を
志向

→オンショ ア（ ＝国内）

米国政府
クラウド

英国政府はガバメント独自のクラウドを国内（オンショア）にオープンソースで構築する方針を打ち
出している。クラウドサービスやプロプライエタリーソフトウェアのリーディング企業を多数抱える
米国政府は、自国産業への配慮からクローズドモデルから脱却しきれず、政府仕様にあわせた商用ク
ラウドとガバメント専用クラウドの併用モデルを採用する可能性が高い。

ガバメントクラウドを巡る各国の動向

http://welcome.hp.com/country/us/eng/welcome.html
http://www.microsoft.com/
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政府としては手始めに新産業創造に繋がる日本版Data.govやコスト削減効果の高いデスクトップ・ア
ズ・ア・サービス等をSaaSサービスとして提供するのが望ましいと思われる。

SaaS

データ公表の成熟度と経済貢献の相関

経済への効果、 貢献

提
供
形
態
の
進
化

高度化

シンプル

低 高

  現状での
　政府デー
タ公表形態

あるべき
政府データ
の活用形態

各省庁による統一性の取れていないデータ公表を、
利活用を促進する提供形態へと高度化を図ることに
より 、 付加価値提供型のサービス産業を創出させら
れると考えられる。

オープンソース・デスクトップ・アズ・ア・サー
ビスを実現することで年間1000億円規模の予算
を削減することが可能であると考えられる。
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クラウド 環境に求められるバランス

システム共有システム共有
とと

個別性能確保個別性能確保高密度化高密度化
とと

電力コスト 削減電力コスト 削減

拡張性拡張性
とと

管理性管理性
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クラウド セグメント 毎のアプローチ

データセンター・ ネッ ト ワーク最適化

Ｈ ａ ａ Ｓ ／Ｉ ａ ａ Ｓ
Virtualization（ Xen,VMWare,xVM）

Servers,Storage,Network Device

PaaS
MapReduce,Hadoop

Application Platform,Database

SaaS
顧客システム

（コロケーション）
顧客アプリ

（ホスティング）
顧客サービス
（クラウド型

アプリケーション）

既存アプリ 、 システム移行　 　 　 クラウド 型アプリ ケーショ ン開発・ 利用

2009 2011 2013

データセンタ最適化データセンタ最適化
ＥＣＯＥＣＯ

ハードウェア仮想化ハードウェア仮想化
サーバ、ストレージサーバ、ストレージ

    プラットフォームプラットフォーム
  仮想化、仮想化、OpenAPIOpenAPI

  

　　 サービス連携　　 サービス連携
              ISV SaaSISV SaaS

ASP

Private CloudPrivate Cloud
Group CloudGroup Cloud

Public CloudPublic Cloud
Industry  CloudIndustry  Cloud

インフラからの

　アプ
ローチ
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Provisioning Storage
Service

Compute
Service

Virtual 
Machines 

Networking 
Storage

Resources, People,
Graphical UI

Open API

Public, RESTful
Java, Python, Ruby

Volumes
Objects

Protocols: 
WebDAV

S3

Cloud Architecture
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Cloud Environment Stack

xVM,

オペレーティング
システム

仮想化
プロビジョニング

アプリケーション
インフラ

データベース
スト レージ

プロセッサ

S ervers
S torage
Networking

開発環境

Q-layer  Crossbow

file:///Desktop/amd.JPG
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Data (Storage) Trend

新しい技術ト レンド に対応

半構造化データ
(Mogile, Bigtable, HDFS...)

Compute Trend
新しい分析手法による

データの増加
(MapReduce, Hadoop...)

Proprietary, 
dedicated 

datawarehouse

OLTP is the
datawarehouse

Open source, general 
purpose 

datawarehouse

Architectural shift to the 
cloud and HPC-style 

workloads

Object Store

Distributed FS Federated/
Sharded

Master/Master

Master/Slave

非構造化 
データ 構造化

データ

半構造化
データベース
ScaleDB, Big Table, 

SimpleDB hBase
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Governance for Cloud

1.ISO27001    
2.Open Solaris 
   Solaris Container
   Trusted Extension
3.Open SSO and Kantara
4.Open ESB (SOA)
5.Open Storage (ZFS)
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クラウド によって進むITの装置産業化
ITサービスあたり の収益がカギ

ラッ クを単位としたスペース貸しモデルラッ クを単位としたスペース貸しモデル

他品種他品種ITITサービスを生産する装置ビジネスサービスを生産する装置ビジネス
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IT機器に使われる電力はわずか半分以下...
一般的データセンターのPUE平均値は2.0

一般的データセンターの
目標値PUE2.0の内訳

PUE(Power Utilization Effectiveness) =PUE(Power Utilization Effectiveness) =  
データセンター全体の消費電力データセンター全体の消費電力

ITIT機器の消費電力機器の消費電力

ITIT機器使用機器使用

IT 機器
照明
UPSやその他電源装置
CRAC等の冷却装置
　　Chiller等の冷却装置

ITIT機器機器
以外使用以外使用 ITIT機器使用機器使用

世界最高レベルエコデータセンター
PUE1.2を実現

ITIT機器機器
以外使用以外使用
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 S un C loud  
@ S uperNA P, Las  Vegas

最先端の施設 
1500 watts per sq ft density
146 MVA generator capacity
100% heat containment
7000+ cabinets
24/7/365 security

 絶対的優位な接続性
26 の米国のキャ リ アが物理
的にデータセンタ内での
接続ポイント を提供
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なぜコンテナ型か？
最新のビル型データセンターにおける取り組み

外気を空調に利用外気を空調に利用

地熱を空調に利用地熱を空調に利用

緑化緑化

太陽光発電

雨水を貯留し、躯体または雨水を貯留し、躯体または
室外機冷却に利用室外機冷却に利用

環境監視データから、ダイナミッ環境監視データから、ダイナミッ
クに空調制御するシステムクに空調制御するシステム

地階ロビーへ自然光を地階ロビーへ自然光を
採光採光

省エネ・環境配慮型の照明

高効率な空調システム

最新のデータセンタービル
における環境配慮
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なぜコンテナ型か？
最新のビル型データセンターにおける課題

前述の各種対策の上に『水冷化』
等の対応が必要。

これには既存設備の改修が要。
または新しい建物の準備が要。

建築期間が長く、時間を要する

ＰＵＥ＜１．２を目指すには

『水冷化、スピードＵＰ』

従来からのﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰにおける
機能は必須（セキュリティ等）

小さくスタートし需要に合わせて
拡張させたい。

既存のビル型では初期投資が
大きく、また拡張性に乏しい。
技術革新に応じての変更が困難

クラウドへの対応するには

『オンデマンド型』

新たなる構造
を持つ

データセンター
が必要
＝

コンテナ型
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霞ヶ関クラウドに最適な環境配慮型コンテナデータセンター
太陽光発電
ポピュラーかつメンテナンス性
に優れた発電システムの活用 ウォータサイド

エコノマイザ
フリークーリングによる省
電力化の追求地中熱交換システム

年間を通じて安定的な自然
エネルギーの活用

スケールアウト 型
モジュラーデータセンター
コンテナ利用による建設
期間の短縮、 段階的投資
の実現可搬型 ITモジュール

コンテナは標準規格であるため、トレーラー
等で IT機器を積載したまま移動可能

既存オフィス/データセンターに代わり環境配慮型コンテナデータセンターを利用するメリット
□寒冷地への配置と水冷式による空調機器の消費電力低減（PUE≒１．２）、CO2排出量削減
□消費電力低減（PUE≒１．２）によるＩＴ運用コストの大幅削減
□コンテナ利用により建築期間短縮し、段階投資を実現。需要に応じて柔軟に拡張可能
□世界最先端コンテナデータセンターモデル(ex Google,Microsoft,Sun)をアジア圏で初の実現
□東京から地方へ、ＩＴリロケーションによる地域振興と災害対応
□複数分散配置による信頼性向上

水冷空調方式の採用

効率的な冷却の実現
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PUE試算

タイプ
項目

基本構成 地中熱利用 氷雪利用

空調設備概要 チラー＋冷却塔（フリー
クーリング） 基本+地中熱交換機 基本+蓄雪槽

想定年平均PUE 1.26 1.17 1.18

建設コスト － 基本構成+数億円 基本構成+数十億円

リスク チラー運転期間が長くな
るとPUEは悪化する

採熱管の埋設面積の確保が
必要、地中状況に左右され
、故障時の熱交換能力が低
下

蓄雪量137,000㎥必要、汚
泥処理やゴミ処理などメン
テナンスがコストアップ要
因

試算の前提
設備仕様：Sunのコンテナモジュールを2個設置（1個当たり200KVA供給）
電力設備：Tier-2グレード
高圧電力契約（6.6KV）にて利用できる受電設備を想定
外気条件：札幌市の気象データを利用

基本構成、地中熱利用、氷雪利用の３パターンのPUEを試算
最も環境に優れ投資対効果が高いのは地中熱活用モデル。
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先進的データセンターの工夫
Data Center As A Computer

 高密度システム実装と局所冷却・ 排熱の工夫
 局所冷却・ 排熱アーキテクチャ
 コンテナDC利用等による高密度化
 インテリ ジェント な電力管理
 高密度利用優遇課金

　 　 　　 　 　 PODPOD型冷却アーキテクチャ型冷却アーキテクチャ
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1.ネッ ト ワーク、 ECO-DCの最終整備

2.サービス開発への集中投資

3.サービスベンダーへの業界の転換

4.ユニーバーサルIDの整備

5.C loud間サービス連携(S S O)の実現

6.ユーティ リ ティ課金モデルの実施

7.政府C IOの設置

早急に進めるべきテーマ
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